
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 片柳 小学校 ）     学校番号 ０６２                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
「たくましく 学びを紡ぐ やなぎの子」「やりぬく子、なかま思いの子、きまりをまもる子、     

のびる子・のばす子、こころざしをかかげる子」の育成 
 

 

     
 

 

          

重 点 目 標 

１ ICTを活用しながら確かな学力を身に付け、学ぶ楽しさを実感させる事業の実践 
２ 安全・安心な教育環境を提供できる組織的な体制（予防・緊急対応・事後指導） 
３ 小中合同の学校運営協議会での地域との方向性の共有と実践 
４ 教職員一人ひとりがやりがいと居場所が感じられる組織的な職場環境創り 
 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月２７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

〇国の学力調査では、算数で向上が見られたよう

だが、市の学習状況調査が実施されなかったの

で学校全体での客観的な評価は難しいところも

ある。ただし、コロナの影響がある中でも年間

の学習内容についてほぼ実施された。 

〇タブレットＰＣを活用したハイブリッド授業が

進められている。 

〇オンライン授業のおかげで、登校を控えていた

児童の学びを止めなかったのはよかった。 

＜課題＞ 

〇ハイブリッド授業の様子を保護者や地域に公開

する機会が少なかった。 

〇タブレットＰＣの毎日の持ち帰りは、重量から

考えて児童の負担になるので心配である。 

・教育 DXで実現

させる学びの

自律と個別最

適化 

 

①個に応じた成績や出席情報、学習履歴

を可視化することで「個別学習計

画」につなげ個人の学びに何が必要

なのか理解させ「個別最適な学び」

を目指す。 

②スタディサプリやドリルパークの学習

履歴をもとに自分の弱点を理解さ

せ、学習計画を立てる。 

① 令和４年度の学校評価児童アンケー

トで「勉強をあきらめないで、目標と

したところまでやりとげた」で肯定的

な回答で９５％以上となったか。 

② 令和４年度の学校評価児童アンケー

トで「タブレット PC を活用した学習

に進んで取り組んだ」で肯定的な回答

が９５％以上となったか。 

① どのクラスも学習規律が整っていたが、

「勉強をあきらめないで、目標としたと

ころまでやりとげた」の項目で肯定的な

回答は９２％であった。 

② スタディサプリを活用して、自分やクラ

スの動画視聴時間、確認テスト完了講

義、問題回答数を計画的に実施できた。 
 

B 

① 各教科でタブレット PC やプロジ

ェクターを効果的に活用すること

で授業も始めの導入を更に工夫

し、学習意欲を高める。 

② 次年度もスタディサプリで動画視

聴時間、確認テスト完了講義、問

題回答数、最終ログイン日時を効

果的に活用する。  

・コロナ禍がもたらした世の中

の変化は DXや ICTといった言葉

が独り歩きして教職員、児童、

家庭それぞれにデジタルデバイ

ドを生じさせていないかが心配

である。 

ポストコロナと言われ始めた今

こそ改めてその検証が必要では

ないか？ 

・子どもたちのやる気が大事で

はないだろうか。 

・タブレットを朝から活用でき

ているのはすごいと感じる。 

・ICT を活用し

て学ぶ楽しさ

を実感させる

授業実践 

①毎週の３役での打ち合わせや管理職が

分担して教室訪問をすることで、偏っ

た見方ではなく総合的に学級の状況を

判断する。 

②SA の適切な配置による学級支援体制

を構築する。 

① 各教科、因子別・設問別 市平均

（「よい授業」令和４年第２回１２月

調査）で８０％以上の教職員が市平均

を上回る。 

② SAの配置について学校評価で肯定 

的な意見が昨年度７８％から８０％ 

以上になったか。 

① 市の平均を越えた職員は因子①６５％、

因子②６５％、因子③７５％、因子④６

０％であった。しかし、職員全体の平均

は４つとも市の平均を上回った。 

② SAの配置について教職員の学校評価で肯

定的な意見は８１％であった。 

B 

① ベテラン教員と若手教員の授業力

が課題である。タブレット PC や

プロジェクターの活用技術の研修

をする。 

② 次年度も SA の配置については、

学級の状況を考慮して適切に配置

する。 
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＜現状＞ 

〇児童の運動不足から怪我が多くなっていること

を共通理解し、各教科での安全対策（コースロ

ープの修繕、理科や家庭科における火傷に対す

る注意喚起等）を図った。（怪我は昨年度２学

期までに１１４件減少） 

〇昨年度、４月から現在まで廊下や教室の換気を

したり、ボールなどの共有物使用後の手指消毒

をしたりすることを継続して新型コロナ感染症

対策を実施している。 

＜課題＞ 

〇感染症予防のための「新しい生活習慣」の継続

と緩和の判断を市教委や近隣校の情報をもとに

適切に判断する。 

〇学校内及び登下校の安全確認を教職員、保護

者、地域の情報をもとに総合的に判断する。 

・児童一人ひと

りの教育的ニ

ーズ基づいた

指導・支援が

行えたか。 

 

 

①毎学期の「心と生活のアンケート」及

び毎月の簡易アンケートの適切な早

期の確認、内容によって面談を実施

して組織的に児童の心の状態を把握

する。 

②校内委員会（教育相談・生徒指導委員

会）での教職員、SC,SSW での共通理

解、組織的な対応 

① 保護者アンケートの「子どもは困 

ったことや心配なことを教職員や保

護者等の大人に相談できる」で昨年

度８３％から８５％以上となった

か。 

② 学校評価・教職員アンケート「生徒

指導・教育相談・特別支援教育は、全

教職員の共通理解と協力によって進め

られている」で肯定的な意見が９５％

以上になったか。 

① 保護者アンケートの「子どもは困ったこ

とや心配なことを教職員や保護者等の大

人に相談できる」は、８８％であった。 

② 学校評価・教職員アンケート「生徒指

導・教育相談・特別支援教育は、全教職

員の共通理解と協力によって進められて

いる」で肯定的な意見が９５％であっ

た。 

 

 

 

 

A 

① 否定的な意見が１２％あった事実

を深刻に捉え、次年度も「心と生

活のアンケート」や毎月の「簡易

アンケート」を大切に活用する。

日常の担任からの行動観察や言葉

かけに配慮させる。 

② 昨年度の反省を踏まえ、生徒指導

委員会と教育相談委員会を別々で

はなく、全職員で実施することで

共通理解が図れた。 
 

・毎期ごとの学校評価がアンケ

ートの結果という定量化さえた

客観データのように扱われてい

る。手法のひとつであるとは思

うが「相談できる」が１００％

を目指すのか？その為にどのよ

うな方策を立てるのか考えてほ

しい。 

方策は数多くあって良いもの。 

・学校が楽しいと児童が思える

教育を実践してほしい。 ・安全安心な学

校生活を児童

が意識しなが

ら活動できた

か。 

 

 

①タブレット保管庫の上開き扉の危険性

や遊具や鉄棒を使用する前に両手で

揺さぶる等、職員集会で教職員に注

意喚起して児童に指導させる。 

②安全点検日以外でも教室訪問時には、

廊下の掲示板の画鋲など目を配る。 

① 学校評価・保護者アンケート「学 

校は、施設、設備の安全に配慮して

いる」の項目で肯定的な意見が９

０％以上になったか。 

② 令和３年度の傷病者４８３人（１・

２学期）を令和４年度は下回ったか。 

① 学校評価・保護者アンケート「学校は、

施設、設備の安全に配慮している」の項

目で肯定的な意見が９２％であった。 

② 令和４年度の傷病者４０６人（１・２学

期）で児童数を１００％として比べてみ

ると、昨年度は１０２％で今年は９７％

であった。 

 

 

 

A 

① 地域から教えていただいた、校庭

から道路に出ている危険な樹木の

剪定を迅速に実施した。校庭のコ

ンビ遊具の修繕、側溝の計画的修

繕を実施した。 

② 次年度も保健指導、保健管理を養

護教諭や担任と連携して、安全指

導を進める。 
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＜現状＞ 

〇学校運営協議会の立ち上げから４年目となり、

昨年度から片柳中学校と合同の学校運営協議会

を実施した。コロナ感染症対策のため残念なが

らここ２年間は地域の行事に児童があまり参加

できていない。 

〇授業参観や運動会の保護者の人数を時間で分割

したり、人数制限したりした。 

＜課題＞ 

〇コロナ対策として各行事での保護者の人数を制

限しなければならなくなっている。 

 

・小・中合同の

学校運営協議

会の更なる推

進 

①小中合同研修会で小中での確認事項 

（校則やあいさつ運動等）をデータ化し

て、学校運営協議会での御意見を受

け、より良いものを残す。 

① 学校運営協議会で小学校の「やなぎ

っ子の約束」や中学校の「校則」、取

り組みの共通理解ができたか。 

① 学校運営協議会で小学校の「やなぎっ子

の約束」や中学校の「校則」、取組を説

明し理解を得られた。今年度は、運動会

や授業の参観をすることができた。 

B 

① 次年度は、新型コロナ感染症予防

を徹底しながらも、多くの行事で

地域や保護者に学校を公開し、理

解を得る。 

 

・学校運営協議会から更にメン

バーを絞り込んだ「片柳学園構

想推進協議会」や「片柳クラブ

運営協議会」等地域主体の組織

に発展し行政発信の受け皿に積

極的になっていければ良いので

はないかと考えている。 

・専門部会を立ち上げ、実践し

てほしい。 

・保護者や地域

への各行事及

びタブレット

PC を活用した

授業の公開・

体験 

 

①学校運営協議会の方にオンライン授業

の見学や体験をしていただき、現在の

学校の様子の理解を図る。 

②授業参観で、保護者も児童と一緒にタ

ブレット PC に触れることで、家庭に

タブレット PC を持ち帰った時の教育

効果を高める。 

①学校運営協議会で、タブレット PCの

活用に関する肯定的な意見があった

か。 

② 学校評価・保護者アンケート「学校

は PCや ICT機器を効果的に活用して

いる」で肯定的な意見が９０％以上に

なったか。 

① 学校運営協議会の説明や授業の参観でタ

ブレットＰＣ等のＩＣＴの活用の理解が

得られた。 

② ②学校評価・保護者アンケート「学校は

PC や ICT 機器を効果的に活用している」

で肯定的な意見が８９％であった。 

B 

① 感染症予防を徹底した学校行事の

実施を学校運営協議委員に発信

し、理解を得る。 

② 高学年だけではなく、中学年でも

スタディサプリの動画や課題を実

施することで、学習の定着や進度

を数値で把握させる。 
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＜現状＞ 

〇管理職で分担しながらの教室訪問により、学級

の実態を適宜把握し、指導困難な状況の場合、

SA を多く配置したり、校長室で児童を預かった

りした。 

＜課題＞ 

〇教職員によって ICTの授業スキルの差がある。 

〇教員の時間外在校時間の縮減が十分ではない。 

・教職員一人ひ

とりがやりが

いと居場所が

感じられる組

織的な職場環

境創り 

①初任者１人、２年次３人を中心に声を

かけ、教室訪問後、良かったところを

認める。同様に、教室訪問した先生方

にも感謝の気持ちをもって、ICTの活

用等の良い所を伝える。 

②校長の自己評価を参考に作成した自己

評価シートで一人ひとりの目標を確認

し、指導、助言をしてやる気を高め

る。 

① 学校評価・教員の「学校目標が正し

く理解し、児童の日常生活の指導の中

で生かすことができた」で肯定的な意

見が９５％以上になったか。 

② 教職員にビルド アンド スクラップ

の考えを浸透させ、自分流の働き方改

革が１つ以上できたか。 

① 学校評価・教員の「学校目標が正しく理

解し、児童の日常生活の指導の中で生か

すことができた」で肯定的な意見が  

９５％であった。 

② 教職員の働き方改革に対する意識が変わ

り、昨年度に比べ、１か月平均１０時間

の残業時間の減少になった。 

A 

① 次年度、開校１５０周年という歴

史の重みを大切にし、児童を中心

して学校、保護者、地域が同じ目

標をもち、協力していく。 

② 教職員の時間外残業時間が減少す

るように、通知表の見直し、教育

課程の工夫を試みる。 

 

・学校教職員の労働環境は民間

企業の働き方改革の進捗と比較

してもあまりに遅れている。 

この数年かけて民間企業が取り

組み成果を上げてきた手法を学

校現場に取り入れるべきと思

う。 

・報告文書を作成する時間をも

っと子どもたちにあててほし

い。 

 


